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要 旨

この取 り組みは1991年 より国際交流事業の一つとして毎年、海外語学研修を実施 してきまし

た。,

これまでの幾多の実施不可能な状況の変化を乗 り越えて、第10回 目を無事に終了で きた今年に、

このプログラムの足跡を辿 り、今後のプログラム実施に向けての何 らかの指針を提示すること

は、初回から関わってきた者の責務 と考えている。響

この報告の中で、本学の夏期短期語学留学制度がどのような形で実施されてきたのか、また

今後の展望は、いかにあるべきかついて述べてみたい。この報告によって教員、学生、保護者

さらには学園関係者の問で、国際理解および教学上の役割についての認識と海外語学研修事業

の一段の充実 と発展 を念願する次第である。

§1海 外語学研修の実施に至るまでの経過

学術文化交流の増大はもとより、外国企業の日本上陸、 日本企業の海外進出に伴って国際化時

代が到来 した。このような状況に対応できる卒業生を送 りだすために、国内の大学では、海外で

実施の語学研修 を経験させる制度が次第に定着 し、留学生の受け入れおよび海外語学研修生の送

り出しを担当する国際センターを学内に設置する大学が増加 した。本学の場合、外国語学科 を設

置 していない大学であるとはいえ、学生の主たる就職先の多 くは、海外 との取引の多い一般企業

であることを考えるとき、海外研修の実施 を真剣に考えるべ きであるとの気運が学部内で高まり、

綿密かつ慎重に調査 ・検討分析 ・討議の結果、以下の ように実施に踏み切った。以下は平成3

年度(1991年 度)実 施に至るまでの企画 ・実施までの経過報告である。

〔1〕実施案決定に至るまで

本学が宝来キャンパスから山陵キャンパスへ全面移転 し、2学 部1教 養部の新体制 となった秋

初旬の頃より武久文代教授 グループの発案で非公式に 「海外語学研修」の雛型が検討されてきた。

平成12年9月29日 受理*教 養部外国語科



42 奈 良 大 学 紀 要 第29号

検討の内容は主に次の2点 であった。最初は 『英語力、とりわけ国際化時代に即応で きる生 きた

英会話力を身につけた学生の養成 と、外国での生活を早期に体験 させる必要性』そ して 『出生率

の低下に伴 う18才人口の急減 と、予想される厳 しい大学淘汰時代に対処 し、国際化に柔軟に対処

しうる奈良大学の対外的アピールづ くりの必要性』などであった。 しかしながら当初の学部会で

は、総論賛成、各論反対の空気が支配的であったが、当時の教養部部長市川良哉(現 正強学園理

事長)の 積極的なリーダーシップによって、平成元年(1989年)5月 に海外語学研修委員会(委

員長大井聡一朗教授)の 設置の運びとなった。委員会では具体的な検討を始めたが、諸問題が学

内にも留学業者側にも山積 してお り、武久教授に現地調査 をお願いすることを決定 したあと、新

たな委員会を結成し検討調査を続けることにした。このような最初の挫折の背景には、当時の上

海列車事故(高 知学芸高校の修学旅行)お よび海外留学をめ ぐる様々な トラブルに関する諸問題

が集中した社会的事情が影響 したのである。

新 たな委員会は平成3年 度海外語学研修委員会(委 員長中村元一教授)の 名称で平成2年

(1990年)2月 に発足 し、平成3年 度(1991年 度)の 実施を目指すことにした。新委員会では、

武久教授の現地視察の報告を踏まえて、新 しい候補大学として 「クレアモント大学ピッツアカレ

ッジ」 を選んだ。さらに、本学の特別研究費の助成 を受け、他大学の海外研修の実態調査研究を

実施 したのである。教養部内の教員の理解 も得 られるようになり、活動 も積極化 し、資料収集 ・

ヒアリング調査 も順調に進捗 した。

委員会では概ね次のような日程で海外研修の実施案を練 り作成を行った。

☆3～4月

☆5～6月

☆7月

☆9～10月

他大学の海外研修のヒアリング調査

研修 目的 ・内容 ・方法等の検討。旅行実施業者の選定。

同行教員の決定。 ・

実施細目の決定

次に、上記の検討項 目の内で主なものを説明する。

(1)研 修 目的

次の3点 を主要な研修目標に置いた。

①英語が日常的に使用されている国に滞在することによって、英語への関心 と英語の能力を高

める(語 学研修)。

②外国で生活することによって、その国の文化、生活、考え方等を理解する(異 文化体験)。

③国際的視野の拡大 を図る(世 界で通用する人間の養成)。

(2)研 修内容 と研修方法

☆(1)一 ①の目的を達成するためには、明確な指針 に基づ く英語の研修プログラムの作成が必

要 となる。(奈 良大学独自のプログラム作成のための企画立案の徹底)

☆(1)一②の目的を達成するためには、ホームステイが望ましいとなった(一 人一家庭の徹底)。
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また、アメリカの風土についても見聞を広げるために、短い研修旅行を企画する(異 文化体

験の徹底)。

☆(1)一 ③の目的を達成するためには、綿密な事前研修 を行なうことで、海外への関心 を高め

る。

(3)研 修期間、研修時期、研修費用

①研修期間

②研修時期

③研修費用

十分な語学研修 という観点からすると、最低でも4週 間という意見 もあったが、

費用、同行教員の負担を考えて、3週 間ということになった。

夏休みか春休みのどちらかが可能であるが、春休みは学生の多 くが郷里に戻 っ

てしまって事前研修が困難になること、教員の場合 も多忙 な時期になることなど

を踏 まえて、夏休み、それ も航空運賃の点から7月 中旬か らの3週 間に設定 し

た。

研修内容 と小旅行の内容に関わる問題であるが、学生の負担感などを考慮 し、

小遣い等 も含めて50万 円を超えないようにすることにした。なお同行教員の経費

については学生に負担させないことにした。

(4)参 加資格、参加人数

①参加資格:教 養部主催であることか ら、参加資格は1、2回 生とい うことになるが、1回

生は募集から事前研修の時間が十分に取れないので対象か ら外すことにした。3

回生以上については、定員に余裕があれば認めることにした。

②参加人数:教 員2名 で把握できうる人数ということで約30名 、最大35名 にした。

(5)安 全対策

今回の研修計画の立案にあたって最も注意を払い、かつ時間をかけて検討 した点がこの安全

対策であった。事故の発生を完全に避けることは不可能であるが、でき得るか ぎり危険を避け

ること、事故が発生 したときの連絡体制を確立することを基本 にして具体的な対策を練った。

具体的には、次の3点 に絞 られる。

①学生に対 しては、事前研修を通 じてアメリカの国情や生活習慣の違い、それに対する心構え

との注意を徹底させた。事故や犯罪に巻き込まれないように十分 に注意するように指導する

ことにした。

②緊急時の連絡を十分に保つために、研修期間中と小旅行期間中とに大別 して緊急連絡網 を作

成 した。

いずれ も現地(研 修受け入れ大学、同行教員、旅行業者現地本社)と 奈良大学の問に常時連

絡を取れる体制づ くり確立することにした。
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③参加者に対 しては、主催者旅行保険以外に海外旅行傷害保険(最 低2千 万円)の 加入を義務

付けた。

(6)同 行教員の決定

武久教授、藤原剛教授(都 合により遠藤隆助教授 に変更)に 決定 した。

(7)研 修先および旅行取 り扱い業者の選定

研修先の決定 と旅行取 り扱い業者の選定は密接に関連 してお り、これを別々に行 なうことは

不可能に近いので、委員会から次の要領を示 し、業者側からモデルプランを提示 してもらった。

これに応 じた業者はJTB、 近畿日本ツーリス ト、日本旅行、ISAの4社 であった。

☆ 「委員会から業者への研修プログラム提示要領」

①時 期:

②内 容:

③地 域:

④目 的:

⑤その他:

7月 上旬から8月 上旬の3週 間

大学主催語学研修 とホームステイ2週 間、および1週 間のツアー

アメリカ西海岸

英語力の養成、異文化体験、国際的視野の拡大

安全対策に十分配慮すること

☆ 〔業者から委員会へのモデルプランの提示結果〕

◇提出されたモデルプランを書類審査でISA、JTBの2社 に絞 り込んだ。

◇2社 の業者の出席を求め説明を受けた。

◇委員会で審議検討の結果、以下の理由でISAプ ランの採用を決定 した。

①英語研修主体:

ISA案 は研修プログラムの企画自体を大学フタッフが担当し、委員会の趣 旨に最 も近い

内容であった。=奈 良大学独 自プログラム作成の可能性

②研修内容:

研修時間数については大差はないが、ISA案 は多彩な内容 になってお り、十分組織化さ

れて教育効果が期待 される内容になっていた。さらに少人数(4～5人)の グループに

対 して付けられるディスカッションリーダ0は フィール ドトリップにも同行 してくれて

昼食時にも伴にして くれるきめ細かい企画になっていた。

③研修プログラム受け入れ経験:

ISA案 は、ピッッアカレッジと10年以上留学手続 き経験によって作成 されていた。また

明確な指導体制が確立されていた。

④ホ.__.ムステイ/ホ ス トファミリー

ISA案 のホス トファミリーはピッツアカレッジとつながりのある学園、大学子弟の家族

の中で、直接応募の中から選ばれ、プログラム内容を理解 したファミリーの もとでホー
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ムステイできる利点を持っていた。

⑤安全対策:

JTB案 はツアーコンダクターが同行するので、緊急時の対応については優iれている。

ISA案 は現地駐在員はいるが、常時駐在 してお らず、大事故の場合の即時対応に問題が

残るが、小 さなトラブルに対応 した専任スタッフが研修大学の近 くにいてきめ細かい対

応可能な案になっていた。

§2参 加者の募集

実施案の決定後、以下の日程 によって参加者の募集 と決定 を行なった。

○募集ポスターの掲示:11月7日

○説明会の開催 日:11月16、21、28日

○応募者受け付け:12月10～15日

応募者:新2回 生25名 、新3回 生8名=男 子11名 、女子22名

その後途中で辞退者、追加申し込み者等の若干名の入れ替え者があ り最終的には次のように

なった。

新2回 生23名 、新3回 生10名=男 子12名 、女子21名

○事前オリエンテーション:1月21日

参加申し込み者に申込金 をISAに 振込ませる(参 加確定)

第1回 事前オリエンテーションまでに、下記の準備 をしてお くように指示 した。

①パスポー トの取得

②ホス トファミリーへの自己紹介文の原稿作成

§3湾 岸戦争勃発に伴う対応

海外語学研修実施のための諸準備は以上のごとく順調 に進んだが1月16日 湾岸戦争が勃発 し

た。そのため航空機テロの危険性が高まり、学生の海外渡航の自粛 を求める文部省および外務省

の通達があった。審議の結果、戦況が膠着 した場合は平成3年 度の海外語学研修は中止せざるを

えない という結論 に達 した。 しか しなが ら戦況は流動的であ り、事態の推移 を見守 った上で3

月7日 に最終決定を下すことになった。その後湾岸戦争は予想外に早 く終結 し、上記の通達は解

除されたので平成3年 度研修は予定通 りに実施することに決定 した。

§4事 前オ リエ ンテ ーシ ョンの意義

世間一般的に語学研修 といえば、「遊び半分、勉強半分」のような受けとめ られ方 もされてい

ますが、本学の語学研修に関するかぎり 「真面目に語学研修を行なう」の姿勢で貫かれています。
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このような姿勢は、以下の事前オリエンテーションの実施によって生まれたものでした。

このオリエンテーションの主要な点は次の5点 に集約できる。

①アメリカでの滞在、旅行に備えての準備 を十分にさせる。

②アメリカ滞在中の トラブル、事故等 を防止させるために必要な指導をする。

③ある程度の英会話力 を身に付けさせる。

④ホームステイの意味を十分に理解させると同時にアメリカの生活習慣、物の考え方などに

ついて予備知識 を与える。

⑤ 日本の文化、生活等についてホームステイ先である程度の話ができるように指導する。

次に事前オリエンテーションの内容 を簡単に説明する。

第1回(4月20日)

・海外語学研修の意義 と目的

・オリエンテーションの目的と今後の計画

・パスポー ト等の確認 と、アプリケーションその他の資料の記載 と提出

・ホス トファミリーへの自己紹介文の提出と添削希望日の申し込み

・英会話の練習計画の説明(昼 食時の英会話、会話テキス トの配布、録音テープの利用)

・ホームステイ先での交流に備えての日本紹介の準備(6つ の小グループ)

(a)日本の生活(b)物 価、現代の日本(c)奈 良(d)伝 統文化、遊び(e)奈 良大学、教育制度

(f)行事、趣味

第2回(5月25日)

・旅行費用、海外旅行傷害保険について

・アメリカの生活文化 と家庭生活およびホームステイ中の諸注意

・ホ0ム ステイ先 との交流にそなえて(グ ループ活動)

第3回(6月8日)

・安 全 対 策 お よび 緊急 事 態 発 生 時 の連 絡 お よび対 応 措 置 につ い て
。

・ア メ リカ で の生 活 に つ い て の ア ドバ イ ス
。

・ホ ー ム ス テ イ先 との交 流 に備 え て
。

第4回(6月22日)

・安全対策 とくに事故危険に巻 き込 まれないようにするためのア ドバイス。

・出発にあたっての諸注意

・誓約書の回収

・研修記録、報告書の作成 について。

・ホームステイ先 との交流 に備えて
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第5回(6月29日)

・ 「ホ ー ム ス テ イ 先 との 交 流 に備 えて 」 の グ ル ー プ活 動 の成 果報 告 。

・直前 の連 絡 と諸 注 意
。

§5研 修先ピッツアカレッジの紹介

(1)ク レ ア モ ン トの 概 観:

ク レ ア モ ン ト市 は 閑 静 で 町 並 み の き れ い な住 宅 街 で あ る 。 緑 の 街 路 樹 が 豊 か で 、 安 全 で 治 安 の

よ い 大 学 の 町 で あ る 。 ロ サ ン ゼ ル ス 市 内 か ら北 東 に56km、 車 で1時 間 ほ ど 、1年 中 、 穏 や か で 明

る い 町 で あ る 。'

Claremont,Californiaisaresidentialsuburbancommunityof37,000about35mileseast

ofdowntownLosAngeles.Itisapleasant,safecommunitywithtree-linedstreetsandwell-

tendedhomes.Interestingrestaurants,artgalleries,andshopsareonlyashortwalkaway

fromTheClaremontColleges.HikingandskiingareavailableatnearbyMountBaldly.The

PacificOceanbeaches,theMajaveDesertandthecultural,educational,andentertainment

centersofgreaterLosAngelesareanhouraway.Claremonthasawarm,dry,andsunnycli-

matethrouhoutmostoftheyearwithoccasionalraininthewinter.

(2)ク レ ア モ ン ト大 学(TheClaremontColleges)

ア メ リ カ で もユ ニ ー ク な 学 科 、 特 徴 の あ る カ リ キ ュ ラ ム と 学 風 で 知 ら れ て い る ク レ ア モ ン ト大

学(TheClaremontColleges)の 内 で も社 会 科 学 系 の 学 問 分 野 で 、 西 の ア イ ビ ー リ ー グ と も称 さ

れ る ピ ッ ッ ア カ レ ッ ジ を 含 め て 、 大 学 が5校 、 大 学 院 が1校 で 構 成 さ れ て い る 。 学 生 数5000人 の

堅 実 な 大 学 で あ る 。

TheClaremontCollegesareaclusteroffiveundergraduatecollegesandagraduateuni-

versity.TheseincludePitzerCollege,ClaremontGraduateUniversity,ClaremontMckenna

College,HarveyMuddCollege,PomonaCollegeandScrippsCollege.

Eachcollegehasitsownfaculty,campus,curricularemphasis,distinctivestyle,andmis-

sion.TheCollegeshaveadjointingcampasesandcooperatetoprovidetheservicesand

facilitiesofa5,000-studentuniversigy.Approximately2,500coursesareofferedeachyear.

StudentsenrolledinanyoftheCollegesmaytakeavarietyofcoursesintheothers.Most

studentsliveoncampusandenjoythebenefitsofstudyingandlivingtogetherinadeverse,

lively,andpersonalacademiccommunity.

(3)ピ ッッアカレッジ(PitzerCollege)

私学、男女共学、教養学部で、アメリカでも社会科学系の分野で優れ、西のアイビーリーグと

も称 される名門大学である。教学面でもフィール ドワーク(演 習形式)を 根幹!こした授業形態を

取 り入れ、かつ国内外の教育的効果を理念にした校風を持ち、積極的に異文化間教育を押 し進め
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て い る 大 学 で あ る6

Aprivate,undergraduate,coeducationalliberalartsinstitution,PitzerCollegeisconsis-

tentlyrankedamongthebestsuchcollegesinthecountry.Pitzerisanintimatecollege

backedbytheresourcesoftheClaremontColleges.

Blendingclassroominstructionwithfieldwork.Pitzerengagesastudent'smind,heartand

spiritbyintegratingeducationalresourceson-campus,abroadandinthelocalcommunity.

Pitzeroffersacurriculunthatspans40majorfieldsandfocusesonnterdiscipliary,inter-

culturaleducationwithanemphasisonsocialresponsibilityandcommunityservice.

(4)ベ ー ス フ.ロ グ ラ ム(PACE)

ピ ッ ツ ア カ レ ッ ジ のPACEプ ロ グ ラ ム(PrograminAmericanCollegeEnglish)は 、 国 内 外 の

非 英 語 系 外 国 学 生 と 英 語 系 学 生 と の 語 学 教 育 の 利 点 を 積 極 的 に 推 し進 め た プ ロ グ ラ ム の ユ ニ ー ク

さ と そ の 実 績 で よ く知 ら れ て い る 。 さ ま ざ ま な シ ス テ ム 、 例 え ば 、 夏 だ け 、 半 期 セ メ ス ダ ー だ け

な ど の コ リ ス が 設 定 さ れ て い る 。:こ の プ ロ グ ラ ム は 、 留 学 準 備 コ ー ス と し て の 利 用 も可 能 で あ

る 。 ・ ・ 一 ・

'StudentsjointhePrograminAmericanCollegeEnglish(PACE)todevelopuniversity -

levelEnglishandenjoythestimulatingenvironmentofstudyingonanAmericanuniversity

campus.PACEisknownforitsexcellentintegrationofEnglishlanguagestudentswith

Americanstudents.itschallengingintensivecourses,thewarm.parsonalattentionofitsfac-

ultyandstaff,anditsabilitytohelpstudentsmeettheiracademicgoals.SomePACEstu-

dentscomeforonlyasummersessiontopolishtheirEnglish.Mostcomefora.semesterof

yeartoimmersethemselvesincampuslifeandtprepareforuniversitystudyintheU.S.

AfterPACE,manystudentsstudyatcollegesanduniversitiesacrosstheU.S.Othersreturn

hometofindexcellentjobsorcontinuetheirstudieswithrefinedEnglishskills.

§6・ 第1回 海 外 語 学 研 修 プ ロ グ ラ ム の 概 要

(1)研 修 内容:一 ・F,'

☆ ク レア モ ン ト大 学 ピ ッツ ア カ レ ッジ に お け る2週 間 の英 語 研 修 プ ロ グ ラム

実 用 英 語 研 修 ・(カル チ ュ ラ ル セ ミナ}も 含 む)・:22時 間

生 きた英 会 話(withGroupDiscussionLeader)_:13時 間

☆ ピ ッッ ア カ レ ッジ の手 配 に よる フ ァ ミ リーへ の ホ ー ム ス テ イ プ ロ グ ラ ム(14日 間)

☆ 上 記 プ ロ グ ラ ム進 行 に含 ま れ る諸 行 事 、課 外 活 動

① 歓 迎 会(WelcomeParty>:7月16日

PACEOfficeの メ ンバ ー 、 ホ ス トフ ァ ミ リー 、 デ ィス カ ッ シ ョ ン リ.`ダ ー と と も に約2

時 間 。
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② ユ ニ ヴ ァーサ ル ス タ ジ オ見 学(universalStaduim):7月17日

PACEOfficeメ ンバ ー1名 、 デ ィス カ ッシ ョ ン リー ダ ー8名 と と もに終 日見 学 。

③ ハ ン テ ィ ン トン植 物 園(HuntingtonGarden):7月19日

PACEOfficeメ ンバ ー1名 、 デ ィス カ ッシ ョ ン リー ダ ー8名 と と もに午 後 見 学 。

④ ク レ アモ ン ト高 校(ClaremontHighSchool):7月22日

PACEOfficeメ ンバ ー1名 と と もに授 業 参 観 、 そ して グ ル ー フ.ごと に討 論 に 参 加 。 午 前

中。

⑤ 野 球 見 物(DogersStadium):7月23日

PACEOfficeメ ンバ0、 デ ィス カ ッシ ョ ン リー ダー8名 と と もに 夕 方 か ら見 学 。

⑥JAPANNIGHT:7月24日

異 文 化 紹 介 と レ ク リエ ー シ ョ ン。 ゲ ス トはPACEOfficeの メ ンバ ー と ホス トフ ァ ミリ ー。

午 後 。 夙 川 短 大 生 も加 わ っ て盛 り上 が る 。

⑦ デ ィズ ニ ー ラ ン ド(disney-Land):7月25日

PACEOfficeメ ンバ ー1名 、 デ ィス カ ッ シ ョン リー ダ ー8名 と と もに終 日見 学 。

⑧ デ ィ ナ ー シ ョシ:7月26日

非 公 式 プ ロ グ ラ ム。 料 金26ド ル で ミュ ー ジ カ ル鑑 賞 つ き夕 食 。

⑨ 送 別 会(FarewellParty):7月27日

ホス トフ ァ ミリ ー ご と に テ ー ブ ル に つ き、本 格 的 な デ ィナ ー を と る。

プ ロ グ ラ ム総 責 任 者 キ ャ ロ ル氏 の挨 拶 の後 、 学 生 一 人 一 人 に終 了 証 が 手 渡 さ れ る。

武 久 教 授 の お 礼 の挨 拶 の後 、 学 生全 員 の 日本 の歌 の合 唱 が あ った 。 最 後 に、 ホ ス トフ ァ ミ

リー にお 礼 の 花 束 贈 呈 の 後 お 開 きに な っ た 。

(2)研 修 旅 行

① グ ラ ン ドキ ャニ オ ン:7月28日 ～29日

オ ン タ リ オ空 港 → ラ スベ ガ ス 空港 → 小 型 飛 行 機 グ ラ ン ドキ ャニ オ ン遊 覧 飛 行 → ラ ス ベ ガ

ス 泊(夕 刻 近 くに観 光 バ ス でsunsettour)と(翌 朝4時30分 にsunrisetour)の 実 施 。

② サ ン フ ラ ン シス コ市 内 自 由見 学:7月29日 ～31日

ラス ベ ガス 空 港 → サ ン フ ラ ン シス コ→ 半 日観 光 バ ス で 市 内 見 学 。

翌朝 は 終 日市 内 を グル ー プ別 自 由見 学 。

(3)PACEス タッフとの打ち合せ

上記の現地研修を上首尾 に終わらせるためには、同行教員 とPACEス タッフ間で十分にコン

タクト常時取っておく必要があるもの と考えた。そのため、本学からは武久教授が、PACEか

らはプログラム責任者のキャロル先生が窓口となって、頻繁に事前 にまた現地で も綿密な打ち

'合 せを行 なった
。武久教授がプログラム実施前に現地視察 を行なって現地の内情を知るととも

にキャロル先生と深い人間関係 を築けたのは、何にもましてたいへん有意義なことであった。

打ち合せ ・情報交換の内容は次のようなものであった。
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奈良大学→PACE:学 生の健康状態等の通知、学生の授業 に対する要望、様々な情報交i換。

PACE→ 奈良大学:プ ログラム変更に対する了解、 さまざまな相談 ・情報伝達、学生に周知

徹底 させる事項について確認依頼など。

このような目立たない地味な接触の他、プログラムの最終近 くには、同行教員はPACEの ス

タッフ全員(英 語教員3名 含む)を 招待 して、研修のお礼 と来年度実施に向けたお願いを兼

ねたディナーを主催 し、研修の成果について相互に話 し合った。

§7第1回 から第10回 までのプログラム概要と今後の指針

第1回 プログラム実施から第10回 プログラムの実施終了 までの日本 を取 り巻 く世界情勢を考え

た場合、まず言えることは、米ソ冷戦の終焉に始まる世界の枠組みの再編成に伴 う政治 ・経済 ・

国家間の主権争いの問題が挙げられよう。さらに国内に目を向ければ、バブルの崩壊に伴う経済

の再編成 とアジアと世界 における日本の相対的な威信の低下が挙げ られよう。具体的には、①

EU=EUROの 定着化、②アメリカを核にしての高速情報(IT)経 済圏の推進、③アジア諸国の脱

日本化と、中 ・台情勢さらには南北朝鮮問題等における日本の姿勢、④不良債権問題処理による

国内経済界の再編成 とゼロ金利政策、それによる外国資本の国外流失、⑤急速な高齢化問題 と介

護保険制度の導入、⑥少子化問題 と学級崩壊、などである。このように日本 を取 り巻 く情勢は、

地球環境的に流動化、価値観の多様化 とともに急速なる変革の時代 を迎えている。

その反面、帰国子女、 日系人、在 日外国人、海外留学生等の増加 とともに、教育面の言語運用

能力に対する法的整備の養成 と情報化教育の充実養成が高等教育機関に寄せられる時代を迎えて

いる。このような急速な国際化 と高速情報化要請に即応 した正 しい認識と行動力を育成する大学

教育の必要性が今求められているわけである。このような趨勢に鑑み、教養部および外国語科で

は第8回 プログラム(1998年 度)か ら、現地研修を伴 う単位 として 「海外語学研修」(集 中科目、

通年、2単 位)に 取 り込み、単位を取得できるシステムに再編成 した。

これまでの海外研修の概要は以下の表に示 したが、1991年に第1回 を実施して以来現在までに、

すでに10回 の海外語学研修 を無事 に終了 し、奈良大学の海外短期留学の制度 としてすっかり定着

した感がある。ほぼ軌道にのった感のある海外語学研修 も、ここに至るまではい くつ もの諸問題

を抱えてその都度解決 してきた。 §1か ら§4で 詳述 したように、いざ企画を進めてみると様々

な問題を処理 しなければならなかった。具体的には①事故の場合の責任、② 同行教員の役割 と負

担、③参加学生の参加費用の軽減、④旅行取 り扱い業者との折衝、等がその主なものであった。

しか し、これらの問題は教養部の教員の協力と大学当局 と協議 を重ねることでその都度乗 り越え

てきた。このような様々な労苦を考えると、海外語学研修の再検討案 とか隔年お き案 とかが話題

にのぼることもあった。しかしこれは少数意見にす ぎず、あくまでこの制度の継続を求める支援二

協力に支えられた。10回 という蓄積は教養部の財産であり、念願の単位認定科目化 も認定された

今、この海外研修留学制度 も前向きに新たなる制度づ くりの段階を迎えている。

また、学生に対するアンケー ト調査でも海外語学研修(海 外短期留学制度)に 期待 している学

生の多いことが うかがわれ、この制度のさらなる多様化、すなわち中期留学(半 期セメスター留
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学)制 度等の検討を求める声が高 まっている。

ここで海外語学研修委員として、また同行教員 として何 よりも難 しいことは、各回の参加学生

との結びつき(絆)が 、学部のゼ ミ学生に勝るとも劣 らない程度に深まっていることである。こ

れは教員にとって教育業績、評価成績等に比べ られぬ幸せであ り宝である。

このようなメリット、デメリットを考慮 した場合、調査検討は重ねつつ も拙速は厳に謹むべ き

であり、今後一層海外短期中期留学制度の実現に向けての意欲が湧いてくる。少子高齢化の時代

を迎え、大学の生 き残 りをかけて教育 ・研究 ・経営面での大学改革に教職員負担が増加 している

中で も、大学 ・私学の教学上の魅力づ くりに学生アンケー ト調査結果(海 外留学制度の充実の声

に対する配慮も忘れてはならない。

奈良大学海外語学研修旅行一覧

回数 期 間 日数 研修大学 予算 同行教員 全体 男子 女子 備 考

1 1991.7.14-8.1 19 ピッッア大学 46.8万 武久 ・遠藤 33 13 20
現 地 責 任 者:

Ms.Carol

2 1992.7.16～8.5 21 〃 45.3 藤原 10 6 4

3 1993.7.17～8.6 21 〃 43.4 SWAN 13 5 8

4 1994.7.17～8.6 21 〃 44.9 山 田 ・(森山) 13 4 9
(森山先生 は自

費で参加)

5 1995.8.13～9.3 22 〃
、

44.9 SWAN 15 7 8

6 1996.8.11～9.1 22 〃 42.0 森山 12 8 4

7 1997.8.11～9.1 22 〃 44.8 武久/増 本 9 4 5

(同行教員の都

合 によ り途中

交替)

8 1998.8.13～9.3 22 〃 47.5 山田 20 12 8

9 1999.8.17～9.7 22 〃 46.9 森山 16 5 11
現 地責 任 者:

Mr.Michael

10 2000.8.17～9.5 20 〃 37.98 山田 19 5 14

※第10回 の旅行経費軽減 を含め、今後の指針については、§8お よび第10回報告書で詳しく

述べる。

※第10回 の教養部の新たな試みとして、中国での短期留学を以下のように実行した。

研修地は中国(上 海)の 復旦大学で、本学の姉妹校である。

1 2000.8.14～8.31 18 復旦大学(上海) 22.25万 蘇 山本(美) 34 7 27
見学:
上海 、抗州 、

西安 、北京
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§8第10回 海外語学研修の実施にあたって

(1)語 学研修目的 ・内容等の総括

語学研修の目的は、学生側 と教師側 とではおのずから異なる場合がある。学生側の希望はまこ

とに様々であるが、教師側の場合は、まず教養に籍を置 くものとして考えた場合、学生の人格形

成という観点か ら①語学研修、②異文化体験、という2点 を挙げられるよう。 日本、日本語、日

本人の3点 で括 られる我々の生活文化の中で、『異』の概念を外国の地で直に経験す ることは国

内ではとうてい得 られないものである。すなわち同質に近い日本社会のなかで、『異質』の概念

は心と体で十分に会得で きないものである。

『異の概念』(出 会い)は 学生にとって新鮮なものであ り、その反面、魅力的で危険なもので

もある。 ・

第1回 から第9回 までのアンケー ト調査結果報告の 「語学研修について」の項 目を総括 した場

合、語学研修プログラム(研 修先、授業内容、 ドームステイ、ホームステイ等)は 全体 としても

「非常 に良かった」(82%)の 声が圧倒的である。このデーターが示す ものは、本学のこれまでの

海外語学研修そのものが概ね理解され支持されたと考えるべきだろう。ただ問題は、研修期間の

「短すぎる」(64%)で あろう。語学研修期間を長 くするには、プログラム内容の再検討 と研修旅

行の廃止か短縮 という新たな問題が生 じる。

全体の期間延長は、研修旅行の 「このままで良い」(92%)と 、研修費用の 「妥当」(74%)な

どを考慮に入れて考えねばならない課題である。 §7で 既に述べたように 「中期留学制度」の設

置を前向 きに考えねばならない時機になっている訳である。

(2)第10回 海外語学研修実施案決定 に至るまで。

上記の 「§7奈 良大学海外語学研修一覧表」の第10回 の項で指摘 したように、中国海外語学研

修(同 行教員:蘇 教授。場所:復 旦大学、上海市)と の同時実施が、1999年 度海外語学研修委員

会(委 員長;蘇 教授)で 決定され、それぞれの実施案作成委員に、英語案は山田、スワン両助教

授、そして中国語案に蘇教授 に一任 された。限られた学生数のなかでの2案 同時開催について、

アメリカ案 を担当する我々が、強い危機感を持つのは当然なことであった。その危機感の主なる

ものは、①文学部の学科の構成上か ら観る中国指向姓の強さ、②研修費用の超格安 さ、③同行教

員が本学の姉妹校で、かつ、姉妹校の元教授である蘇教授であ り、今回はじめての教養部のプロ

グラムであること等である。①②③のいずれもが、アメリカ案に強烈すぎるインパク トを与えた。

その結果、我々はプログラムの再検討を、特 に②の対策を至急に考慮 しなければならなくなっ

た。

国内の旅行取 り扱い業者の担当は、山田が対応 し、研修プログラムの研修費用 ・内容 ・方法に

ついては、山田、スワンの両者で対応することにした。その都度、委員会に原案 を提示 して認可

を得ることとした。

アメリカ案では概ね下記の日程で実施案作成に取 りかかった。
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(a)1999.12月:第1回 国 内旅 行 業 者 入 札 日。 ピ ッツ ア ・プ ロ グ ラム 費用 第1回 提 示 日

(b)2000.01～2月:第2回 国 内 旅 行 業 者 入 札 日。 ピ ッツ ア ・プ ロ グ ラム 費 用 第2回 提 示 日

(c)01月:研 修 目的 、 内 容 、 方 法 等 の 再 検 討 。

(d)02～3月:同 行 教 員 の 決 定

(e)03月:実 施 細 目の 決 定 。 パ ン フ レ ッ トの作 成 。募 集 開始 。

(f)04月:パ ン フ レ ッ トの 配布 。募 集 説 明 会(オ リエ ン テ ー シ ョ ン時 数 回)の 実 施 。

事 前 講 習 の 開始 。

(1)旅 行業者 との対応:

旅行業者の入札については、委員会名では以下の要領案を示 し、モデルプランを提示 しても

らった。対応は山田が担当した。

(a)時 期:8月 中旬～9月 初旬

(b)内 容:語 学研修2週 間とドームステイとホームステイ、そして研修旅行

(c)地 域:ク レアモント大学ピッツアカレッジ校

研修旅行他:サ ンフランシスコ市

(d)そ の他:1)旅 行条件は主催旅行であること(研 修中の活動内容を含む)。

H)第1回 目:旅 行条件の上限は20万 円を切ること。第2回 目:18万 円を切る

こと。(ピ ッツア大学からの提示のプログラム費用を除いた額)

HI)明 確な緊急連絡体制網を提示すること。

IV)業 者の窓口担当者との信頼関係の有無。

V)現 地窓口と国内業者 との連絡体制の状態。

V1)プ ログラム内容は、奈良大学対応の件 を明示し分離審査 とした。

Vll)ピ ッツア校とのスムーズな連絡体制 と、今後の展望についての展望。

皿)研 修旅行地での緊急連絡体制の内容。

IX)主 な業務は、研修学生の送迎 とプログラム研修経費の支払代行である。

(e)入 札会社:JTB教 育旅行、東急観光、日本旅行、日通旅行、近畿 日本ツーリス ト

①第1回 入札結果:諸 条件の比較検討の結果、近畿 日本ツーリス トに辞退 してもらった。

その後、残った業者に(d)-1、IIの 要領案を提示 して企業努力を要請 した。

②第2回 入札結果:諸 条件の比較検討の結果、東急観光、日本旅行 に辞退 してもらった。

その後、残った業者に(a)～(d)1)～IXの 諸条件を提示 し、さらなる企業努力をお願い した。

③第3回 入札結果:諸 条件を比較検討結果、今年度は日通旅行 にお願いすることにした。

④誓約書の交換:下 記の条件について、誓約書を取 り交わした(2000.2.10)。

第1項:旅 行者に対する責任

第2項:事 故処理 と連絡体制

第3項:協 力体制

☆入札業者を決定するまでに、5社 の担当者および担当者の上司の方々 と数えきれないほど対
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応 し、プログラムの様々な面について案を煮詰めた。何 より肝要なことは、旅行業者との信

頼関係であ り、この点では各社 とも甲乙つけがた く、各社の担当者 とも長時間にわたって情

報交換 しながら、今後の人的資源は継続できたものと考えている。

(2)ピ ッツア校PACEプ ログラム担当者との対応

PACE担 当者は第1回 から第8回 までMs.Carolで あったが、第9回 以降からはMr.Michael

に変更になった。

PACEProgramに ついては、委員会委員長の了承のもとに、SWAN助 教授 と山田が窓口とな

って対応 した。IT時 代でもあ り、対応の殆 どは、E-mailに 頼った。またE-mailと 英文表現の殆

どは、契約を伴 う案件であ り、法律的、政治的な観点からSWAN助 教授の援助に負うところ

誠に多大である。対応 については、国内の場合 と同じく委員会名でこちらの要望案を示 し、双

方に意見交換を行なって了解点を煮詰める手法 を採 った。

(a)奈 良大学要望案

1)10年 間の集大成にあた り、また、20世 紀の最終年度を飾るため、また21世 紀への新

しいプログラム作成をしたい旨の作成目的を伝達 した。

2)10年 間の短期留学制度の存続 とともに、新たに中長期留学制度 も視野に置いた展望

もプログラム作成の条件に含めてほしい旨を伝達 した。

3)今 年度は中国短期留学プログラムとの競合であ り、その経緯 を配慮 して語学研修経

費の軽減をお願い した。ただその前提条件 として、語学研修 と異文化体験内容の質

を下げないように要望した。

(b)PACE側 返答

1)上 記の1)～3)の 諸条件は了承 した。プログラム経費、プログラム外研修旅行

(サンフランシスコ見学)お よび現地での海外旅行傷害保険等の取 り扱いについても

最大限考慮するとの返事あ り。

--)プ ログラム経費提案

☆1.15人 以上の場合;

研修期間(19日)=$2275

(17日)=$2035

☆2.20以 上 の場 合:

研 修 期 間(19日)=$1975

(17日)=$1765

※ こ こで 、 プ ロ グ ラ ム の 内容 点 検 に入 り、研 修 内 容 の 質 的 向上 と一 人 一 人 家 庭 の ホ ス

トフ ァ ミ リー の 確 保 な どの条 件 に つ い てE-mail交 換 を繰 り返 し、 下記 の研 修 プ ロ グ

ラム経 費 にな った 。

2000年 度 奈 良 大 学 プ ロ グ ラム 参 加 学 生 負 担 費 用(一 人 あ た り)=$1950
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皿)PitzerCollege:MemorandumofAgreementwithNaraUniversityの 締結

〔締結の概要〕

①期間 ②参加人数 ③宿泊 ④食事 ⑤授業 ⑥ディスカッシ ョンとの会話

⑦異文化セミナー ⑧評価 ⑨施設利用 ⑩小旅行 ⑪参加条件

⑫学生引率の義務 ⑬ プログラム費用 ⑭保証 と支払 ⑮公示

⑯極秘条件 ⑰覚え書き変更等 ⑱保証条件

⑲覚え書きの条項と規定はもっぱらカリフォルニア州報の解釈 による。

〈署名〉ピッッアカレッジ代表:Ms.Carol

奈良大学代表:(教 養部長)松 井春満

(3)2000年 度海外語学研修参加費用の決定(プ ライスダウン)と その意義。

上記の(1)と(2)の 費用を併せることで参加費用が決定 されるのであるが、従来のように業

者と研修先に学習プログラムを含めて、経費費用を白紙委任のような形で一任するのではな

く、奈良大学が リーダーシップをとって学生のニーズ、学習能力にマ ッチ し、さらには経費

の軽減に勤めた結果、1999年 度に比較して約9万 円に近いプライスダウンを勝ち得たのであ

る。(46.9万 一37.98=8.92万 円)

このように最高の環境づ くりが、大学の義務 と責任の履行で成 し遂げられる大 きなメリッ

トを、大学主催の語学短期留学制度には存在するのである。要するに、学生側の自覚 と認識、

大学側の指導によってこのプログラムは、『安全 と学習成果 と廉i価な研修内容』を学生たち

に提供できるのである。

研修費用のこれ以上の軽減は無理か もしれないが、一定数の意欲のあって基礎能力のある

学生を確保するためには、そ して文字 どお りの研修の実を挙げるためには、大学側の自主的

な企画立案による方策を今後 とも講 じねばならない。

第10回 の 「海外語学研修報告書」の中で、

で参照 されたい。

§7と8の 内容 に つ い て は 、 詳 し く説 明 して い るの
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海 外 語 学 研 修 委 員 会 、1999・:「August,'1999,The9th.ReportoftheStudyAbroadProgramatPitzer

College

Resume

NaraUniversityhasmaintainedStudyAbroadProgramssince1991.Thisyearhassuccessfully

concludeditstenthyear.

Inthisreport,wesuggestsomeguidelinesfortheconductoffutureyears'programs.

Fromteachers,students,parentsandtheadministrations,wehopethisreportwillhelpachieve

internationalunderstandingsandtheeducationalroleofNaraUniversitySummerPrograms.


